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＜例題２＞半径３cmの円で、中心からの距離が２cmであるような弦の長さを求めなさい。

（解答）円の中心をＯとし、Ｏから２cmの距離にあ

る弦をABとする。中心から弦ABへ垂線OHをひくと、

△OAHは直角三角形だから、AH＝ｘとすると
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AB＝２× ＝２ 答 ２ cm

＜問題１＞半径４cmの円Ｏがあります。円Ｏの弦ABの長さが ６cmのとき、中心Ｏか

ら弦ABまでの距離を求めなさい。
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Ａ ６cm Ｂ

答 cm

＜問題２＞次の図で、APは、Pを接点とする円Oの接線である。円Oの半径を３cm、

線分AOの長さを９cmとするとき、接線APの長さを求めなさい。
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＜例題１＞次の座標をもつ２点間の距離を求めなさい。

①Ａ（－１，４）Ｂ（６，７） ②Ｃ（－３，２）Ｄ（１，－１）

① Ａからｘ軸に平行にひいた直線と、Ｂから

B ｙ軸に平行にひいた直線との交点をＨとする。

直角三角形AHBで

A H AH＝６－(－１)＝７ HB＝７－４＝３

したがって
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AB＞０より AB＝

答 AB＝

② C Ｃからｙ軸に平行にひいた直線と、Ｄから

ｘ軸に平行にひいた直線との交点をＫとする。

直角三角形CKDで

CK＝ KD＝

D したがって

CD２

＝ ＝

CD＞０より CD＝

図を完成させよ 答 CD＝

＜問題３＞次の座標をもつ２点間の距離を求めなさい。座標軸を活用しよう。

①Ａ（－２，１）Ｂ（４，３） ②C（１，２）D（４，６） ③E（－１，－１）F（－５，－７）
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